
 

 以前の号でもお知らせしたとおり、２４日の週は企画運営委員会による「あいさつ運動」

を実施しました。場所は児童昇降口で、委員会の子供たちが、朝から驚くほどの元気のよ 

さで、登校してくる人たちにあいさつをしてくれています。皆、あいさつを返してくれる 

かどうかを聞くと、「はい」とのことでした。あいさつへの意識を高めるこの運動ですが、

もちろん、この場所限定では意味がありません。朝から 

私も子供たちに声をかけますが、やはり個人差がありま 

す。どんなタイミングであっても、あいさつがきちんと 

返せる、自分から進んであいさつできる習慣を今のうち 

に付けてほしいと思います。理想は、校内で、児童同士 

が自然にあいさつを交わせるようになることですね。こ 

の光景が見られる学校になれば・・・と思います。 

（写真：あいさつ運動中の子供たち。元気な様子に、こ 

ちらも一日のパワーがもらえます） 
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あいさつ運動展開中！  
～ あいさつ名人は誰だ？ ～ 

授業参観・学級懇談会への参加ありがとうございました！  

 ２８日（金）は、授業参観及び懇談会においでいただきありがとうございました。当日は朝から雨
が降っており、駐車場についてはご迷惑をおかけしました。各学年、人権学習を参観していただきま
した。互いの人権を尊重し合うことは、生きること・生活することの土台となります。小さい頃から
自他の人権を尊重する意識をはぐくむことが必要です。最近あるニュースを見ていた折、「日本社会は、
人権についての意識に構造的課題がある」という旨の話を聞きました。子供たちが一緒に生活する教
室においては、「反差別の集団づくり」を行う必要があります。おかしいことに自分たちで気付き、課
題として差し出し合い、自分たちで解決していく力です。そのためには、温かい、互いに支え合える、
話し合える関係を築く必要があります。もちろん、今後、子供たちが巣立った先でも、そのような関
係を築く原動力になってほしいと思います。そのために、学校では人権教育を大切に進めていきます。 

７月２日（火）の業間は、今月の「のびっこ集会」でした。７月の生活目標は「身の回りの整理整頓をしよう」で

す。この目標とともに、各学級で決めためあてを子供たちが発表してくれました。企画運営委員会からは、先週の

「あいさつ運動」について振り返りが行われました。また、「相手がうれし 

くなるあいさつはどんなあいさつでしょうか」という問いかけがなされ、 

子供たちは近くの友達話し合いました。すばらしかったのは、その後、実に 

多くの子供たちが挙手し、発表してくれたこと。最後に、生徒指導 

担当の坂井先生から、「青海小のみなさんは、委員会や係活動に責任 

を持って取り組むことができる。あいさつも上手。友達にも優しく接 

している」というお話があり、「ただ一つ・・・廊下を走る人が多い 

ので、けがをしないように廊下は『歩く』ことを意識してください」 

というお話がありました。みんなで気をつけていきましょう！ 

７ 月の「のびっこ集会」では、こんなことを話しました 

１年生の、ふくだ りょう
さんが描いてくれた岩下
の似顔絵です。とてもう
れしかったのと、かわい
いので、これから時々岩
下本人の代わりに登場し
てもらいます。 

みんな頑張ったね！ 

「人権」のこと、他人事

ではなく「自分事」とし

て考え続けよう 

同じく１年生の、かきさこ まれな 
さんが描いてくれました！こちらも
すてきでしょう！？岩下本人の代わ
りに時々登場しますよ！ 


